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橘裕司(東海大・医), 小林正規(慶応大・医), 柳哲雄(長崎大・熱研) 所内対応者：岡本宗裕 
最近、赤痢アメーバ(Entamoeba histolytica)と形態的には鑑別できない新種のアメーバ(E. nuttalli)がサル類から見つ
かっている。本研究の目的は、ニホンザルにおける腸管寄生アメーバの感染実態を明らかにすることである。今年
度は兵庫県洲本市(淡路島)において、野生ニホンザルの糞便 50 検体を採取した。直接鏡検では、Entamoeba 属の他、
ヨードアメーバ、小形アメーバ、ブラストシスチス、鞭虫卵、糞線虫卵が観察された。糞便から DNA を抽出し、
赤痢アメーバ、E. dispar、E. nuttalli、E. chattoni、大腸アメーバ(E. coli)、E. moshkovskii について、PCR 法による検
出を試みた。その結果、E. chattoni が全検体において陽性であり、大腸アメーバが 54％の検体において陽性であっ
た。しかし、その他の４種の Entamoeba は全く検出されなかった。また、E. chattoni について株分離を試みたが、
このアメーバ種の培養は困難であり、分離株を得ることはできなかった。これまでの他地域における調査でも、E. 








トラップを 8 月に幸島内の 4 箇所に設置した。12 月までの間、1 ヶ月に一度、貯まった堅果を回収し、結果として
アラカシの堅果 33 個とウラジロガシの堅果 36 個を確認した。なお、高崎山に設置した 5 箇所のシードトラップか
らは 165 個の堅果を回収し、すべてがコナラであった。幸島・高崎山の両地域とも、サルなどの動物が貯まった堅
果を強奪したり、トラップを破壊したりするのを防ぐ工夫を行った結果、概ねその目的は達成できた。 
 また、2011 年度より幸島群において餌獲得量の調査を開始したが、2012 年度も台風接近などにより 2 日間しか













より象牙質および硬組織タンパクである bone sialoprotein 陽性像が観察された。さらに乳歯歯髄細胞においては、
継代数が 78 となり継代培養を継続している。この乳歯歯髄細胞は、継代数 36 における皮下移植で象牙質様形成物











することが認められたため、2 個体をペアとして同一のケージで飼育されている 8 個体(4 ペア)を対象に、「ケージ
メイト」・「非ケージメイト」・「鏡」の 3 刺激を用いた選好観察をおこなった。刺激の提示位置も統制して、「ケ










ところ、アルカリホスファターゼ活性陽性の生殖細胞を含む Testicular sphere を形成することが確認された。また、
Testicular sphere の形成は摘出直後の精巣組織だけではなく、凍結保存した精巣細胞ストックを用いることによって
も培養することが可能であった。こうした Testicular sphere の形成・培養は培地中への増殖因子の添加に依存して




山森哲雄, 大塚正成(基生研・脳生物学), 畑克介, 小松勇介(生研・生理学・霊長技術) 所内対応者：大石高生 
我々は成体サル大脳皮質において、前頭前野に多く発現する遺伝子群、視覚野に多く発現する遺伝子群を同定し
てきた。成熟サルと新生児サルでの発現の違いは、既に幾つか報告しているが (Tochitani,Neurosci. Lett., 
337,111-113,2003;Komatsu et. al.,2005;Sasaki et al,2010)、成体マカクザル大脳皮質の異なる領野よりゲノム DNA を抽
出し、領野特異的遺伝子のプロモーター領域における遺伝子修飾を調査したところ、前頭前野に多く発現する遺伝
子と視覚野に発現する遺伝子間で修飾度合いの差が見られた(未発表)。本研究では、胎児及び新生児前頭前野と視
覚野で DNA 修飾の比較を試みた。 
具体的には、霊長研より提供を受けた新生児マカクザル前頭前野組織(PFC)、及び視覚野組織(V1)よりゲノムを
抽出し、我々が同定したマカクザル大脳皮質領野特異的遺伝子 6 種のプロモーター領域における DNA 修飾の度合
いを比較した。生体サル同様、提供を受けた新生児サルにおいても PFC 特異的遺伝子プロモーターと V1 特異的プ
ロモーター間で DNA 修飾の差は見られたが、成体サルと新生児サル間では顕著な差は見られなかった。このこと
は、領野特異的遺伝子プロモーター間の DNA 修飾の差は胎児の時期に既に形成されていることを示唆する。 
B-27 A comparative study on the folklore, artwork and traditional utilization of non-human primates in Japan and 
China 
Zhang Peng(Sun Yat-sen University),Watanabe Kunio(Kyoto University),Kawai Hironao(National Museum of Ethnology) 
所内対応者：半谷吾郎 
The monkey culture is an important part for Hindu, Buddhist, Zodiac and Taoist in East Asia countries. This subject aims at 
deepening the mutual understanding about the cultural history in China and Japan, through a comparative study on the 
